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10●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています。※SDGs（エスディージーズ）…世界が抱える問題を解決し、持続可能な社会をつくるために世界各国が合意した17の目標と１６９のターゲット。
　２０１５年９月にSDGsの前身であるMDGs（ミレニアム開発目標）を継承し、国連で採択された。

ていねいで親切な対応が求められる窓口職場グラスハウスの今後は？

産業支援センターの要：津山工業高等専門学校

だんじり保管庫の行方は！？

中島完一

秋久憲司

未来

緑風会

高齢者や障がい者の移動手段の確保を！

市民サービスの低下に！非常勤嘱託員の解雇

答

答

答

は
岡
山
県
の
通
所
付

き
添
い
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
活
用
し
て
通
所

付
き
添
い
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
も
同
様
の
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。
補
助
金
や
人

材
確
保
な
ど
具
体
的

な
支
援
の
考
え
は
。

非
常
勤
嘱
託
職
員
を

法
令
等
で
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る

も
の
を
除
き
、
今
後

３
年
間
で
２
分
の
１

を
目
標
に
削
減
に
努

め
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。

員
の
業
務
の
ほ
と
ん

ど
が
市
民
サ
ー
ビ
ス

と
直
結
し
て
お
り
、

吉
備
中
央
町
で

市
長
の
方
針
で

非
常
勤
嘱
託
職

高
齢
者
や
障
が

事
務
改
善
に
よ

今
後
、
現
状
を

い
者
の
移
動
手
段
の

確
保
、
充
実
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
岡
山
県
の
通

所
付
き
添
い
サ
ポ
ー

ト
事
業
は
、
平
成
29

年
度
に
吉
備
中
央
町

で
、
ま
た
本
年
度
は

備
前
市
、
矢
掛
町
、

る
事
業
縮
小
、体
制
・

手
法
の
検
討
に
よ
り

再
任
用
職
員
（
退
職

者
の
再
雇
用
）
で
事

務
を
行
い
、
市
民
の

満
足
度
が
向
上
し
効

率
的
に
な
る
場
合
も

あ
る
と
考
え
た
。

調
査
し
、
個
別
に
体

制
や
業
務
状
況
を
十

分
に
確
認
し
た
上
で

検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

問問

40
歳
未
満
の
国
保
被

保
険
者
の
均
等
割
保

険
料
は
３
５
，
７
０

０
円
。
仮
に
中
学
生

以
下
の
約
１
，
３
０

０
人
の
均
等
割
保
険

料
を
全
額
免
除
す
る

国保料引き下げのため子どもの均等割減免を

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆◆

◆

教
育
に
つ
い
て

人
口
問
題

選
挙
制
度
に
つ
い

て

答 問料
を
大
幅
に
引
き
下

げ
る
た
め
に
、
子
ど

も
の
均
等
割
を
減
免

で
き
な
い
か
。
埼
玉

県
ふ
じ
み
野
市
で
は

平
成
30
年
４
月
か
ら

市
独
自
に
第
３
子
以

降
の
子
ど
も
の
均
等

割
を
全
額
減
免
し
て

い
る
。
戦
前
の
人
頭

税
の
よ
う
な
均
等
割

は
や
め
る
べ
き
で

は
。

高
す
ぎ
る
国
保

平
成
30
年
度
の

竹内邦彦

大阪万博開催決定による本市の対応と見解

答

答

催
で
、
本
市
の
対
応

次
第
で
は
大
き
な
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
と
思
う
が
、
見

解
は
。

整
備
は
公
共
施
設
マ

大
阪
万
博
の
開

ス
ポ
ー
ツ
施
設

来
場
者
が
２
，

サ
マ
ー
レ
ビ
ュ

８
０
０
万
人
、
経
済

波
及
効
果
が
約
２
兆

円
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
効
果

を
い
か
に
誘
引
す
る

か
に
つ
い
て
は
知
恵

を
絞
り
、
本
市
の
地

域
経
済
並
び
に
市
政

の
推
進
に
取
り
込
む

視
点
も
加
え
な
が
ら

考
え
た
い
。

ー
の
結
果
を
受
け
、

関
係
者
の
意
見
を
伺

い
、
整
備
方
法
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
は
指

定
期
間
終
了
が
平
成

32
年
度
末
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
に

一
定
の
方
針
を
ま
と

め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問問

業
の
育
成
、
成
長
力

あ
る
企
業
を
増
や
す

こ
と
を
目
標
に
戦
略

的
か
つ
強
力
に
推
進

す
る
。
こ
れ
ま
で
累

計
５
０
０
社
を
超
え

る
企
業
を
訪
問
し
、

新
製
品
開
発
や
新
分

野
進
出
に
必
要
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
専

門
家
の
派
遣
や
産
学

官
等
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
や

展
示
会
出
展
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
で
販
売
実

産業支援センターの取り組みと成果

◆

◆◆

高
齢
一
人
世
帯
・

夫
婦
世
帯
へ
の
支

援
に
つ
い
て

津
山
城
郭
と
重
要

伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
現
状

と
今
後
の
展
開

ま
ち
の
駅
に
つ
い

て

答 問援
セ
ン
タ
ー
の
方

針
、
企
業
サ
ポ
ー
ト

と
そ
の
成
果
は
。

つ
や
ま
産
業
支

将
来
性
あ
る
産

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

津本憲一
清流の会

八子だんじり保管庫、今後の行方

答 り
は
各
町
内
が
保
管

し
て
い
る
が
、
県
文

化
財
で
あ
る
だ
ん
じ

り
が
各
町
内
で
保
管

で
き
な
い
状
況
の
中
、

市
が
昭
和
43
年
に
八

子
保
管
庫
を
設
置
し
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
、

10
台
の
だ
ん
じ
り
が

保
管
し
て
あ
る
。
保

管
庫
設
置
か
ら
50
年

経
過
し
、
保
管
庫
の

役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。

今
後
の
行
方
は
。

本
来
、
だ
ん
じ

県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
の
だ
ん
じ

り
は
、
管
理
団
体
で

あ
る
津
山
だ
ん
じ
り

保
存
会
及
び
そ
の
所

有
者
で
あ
る
各
町
内

問

野村昌平
津山自由民主倶楽部

績
を
上
げ
て
い
る
企

業
が
出
て
い
る
。
ま

た
、
津
山
高
専
、
美

作
大
学
に
加
え
、
津

山
商
工
会
議
所
と
共

に
岡
山
大
学
と
人
材

育
成
及
び
地
方
創
生

の
目
的
で
包
括
的
連

携
協
定
を
締
結
、
来

年
度
か
ら
本
格
的
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
※
）な
ど

の
事
業
を
展
開
す
る
。

福
祉
公
共
交
通

国
民
健
康
保
険
料

非
常
勤
嘱
託
職
員

だ
ん
じ
り
保
管
庫

産
業
支
援

地
域
経
済

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

奈
義
町
が
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
地

域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
の
連
携
が
不
可

欠
だ
が
、
有
効
な

移
動
施
策
の
一
つ

と
考
え
て
お
り
、

ま
ず
は
事
業
の
検

証
結
果
や
新
た
に

取
り
組
ん
で
い
る

自
治
体
の
状
況
な

ど
情
報
収
集
と
研

究
を
し
て
い
く
。

日本共産党
津山市議団

美見みち子

と
、単
純
計
算
で
４
，

６
０
０
万
円
を
超
え

る
。
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
の
た
め
、

国
に
対
し
、
子
ど
も

に
係
る
均
等
割
保
険

料
を
軽
減
す
る
支
援

制
度
の
創
設
を
要
望

し
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

本
市
発
行
の
「
か
ん
た
ん
国
保
」

ほ
と
ん
ど
が
正
職
員

の
補
充
配
置
で
経
験

や
専
門
性
が
問
わ
れ

る
業
務
を
こ
な
し
て

お
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
大
幅
な
後
退
と

な
る
。
雇
用
の
安
定

を
ど
う
考
え
る
か
。 

会
で
保
管
、
管
理
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
。
今
後
は
津
山
だ

ん
じ
り
保
存
会
及
び

所
有
の
各
町
内
会
で

主
体
的
に
保
管
庫
の

整
備
方
針
を
整
理
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
と
し
て
も
保
管

庫
は
、
補
助
金
や
市

有
地
の
活
用
な
ど
、

協
力
体
制
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

針
に
沿
い
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
な

検
討
方
法
と
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。


